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午前９時59分開会

会議に付した案件

○概要説明

農政水産部

１．スマート農業の推進及び取組事例につい

て

環境森林部

１．林業分野におけるＩＣＴ等先端技術の導

入について

○協議事項

１．県内調査について

２．県外調査について

３．次回委員会について

４．その他

出席委員（11人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 窪 薗 辰 也

委 員 蓬 原 正 三

委 員 横 田 照 夫

委 員 右 松 隆 央

委 員 二 見 康 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 内 田 理 佐

委 員 満 行 潤 一

委 員 岩 切 達 哉

委 員 坂 本 康 郎

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

農政水産部

農 政 水 産 部 長 坊 薗 正 恒

農政水産部次長 河 野 譲 二
（ 総 括 ）

農政水産部次長 大久津 浩
（ 農 政 担 当 ）

農政水産部次長 毛 良 明 夫
（ 水 産 担 当 ）

畜産新生推進局長 花 田 広

農 政 企 画 課 長 鈴 木 豪

農業連携推進課長 愛 甲 一 郎

農業経営支援課長 日 髙 義 幸

農 産 園 芸 課 長 菓子野 利 浩

水 産 政 策 課 長 福 井 真 吾

畜 産 振 興 課 長 谷之木 精 悟

総合農業試験場長 甲 斐 典 男

水 産 試 験 場 長 田 中 宏 明

畜 産 試 験 場 長 德 留 英 裕

環境森林部

環 境 森 林 課 長 川 口 泰 夫

森 林 経 営 課 長 濱 砂 正 則

山村・木材振興課長 橘 木 秀 利

み や ざ き ス ギ 有 山 隆 史
活 用 推 進 室 長

林業技術センター所長 日 髙 和 孝

事務局職員出席者

政策調査課主査 甲 斐 健 一

総 務 課 主 幹 三 浦 洋 文

○重松委員長 皆さん、おはようございます。

それでは、ただいまから情報化推進対策特別委

員会を開会いたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程案をごらんください。

本日は、まず、農政水産部からスマート農業
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の推進及び取り組み事例について、続いて、環

境森林部から林業分野におけるＩＣＴ等先端技

術の導入について、概要説明をいただき、質疑、

意見交換を行います。

その後、委員会の県内調査等について御協議

をいただきたいと思いますが、このように取り

進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

では、執行部入室のため、暫時休憩いたしま

す。

午前10時０分休憩

午前10時１分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

本日は、農政水産部と環境森林部に御出席を

いただきました。初めに、一言御挨拶を申し上

げます。

私は、今回の特別委員会の委員長に選任され

ました、宮崎市選出の重松幸次郎でございます。

私ども11名がさきの県議会で委員として選任さ

れ、今年度、調査活動を実施していくことにな

りました。当委員会の担う課題を解決するため

に努力してまいりたいと思いますので、どうぞ

御協力をよろしくお願いいたします。

委員及び執行部の皆様の紹介につきましては、

お手元に配付の出席者配席表にかえさせていた

だきたいと思います。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○坊薗農政水産部長 おはようございます。農

政水産部と環境森林部でございます。よろしく

お願いいたします。では、座って説明をさせて

いただきます。

本日は、まず、農政水産部の取り組みについ

て説明をいたしました後、環境森林部の取り組

みについて説明をさせていただきます。

まず、農政水産部の資料についてでございま

す。表紙をめくっていただきまして、目次をご

らんください。

農政水産部からは、スマート農業の推進及び

取り組み事例としまして、スマート農業推進の

基本的な考え方、実証・普及段階における取り

組み事例、そして、研究分野における取り組み

事例について御説明させていただきます。

８月には、ジェイエイフーズみやざき、水産

試験場、茶業支場、本部農場へ現地視察をされ

るということで伺っておりますので、調査先に

おいて取り組まれている技術についても触れて

おります。

また、環境森林部からは、別冊の資料、表紙

にありますように、林業分野におけるＩＣＴ等

先端技術の導入についてということで、先端技

術導入の基本的な考え方、そして、本県や国の

取り組みについて説明をさせていただきたいと

思います。

詳細につきましては、担当課から説明させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。

私からは以上でございます。

○鈴木農政企画課長 農政企画課でございます。

この後、具体的な事例、取り組み状況について、

担当から御説明させていただきます。

まず、初めに、特別委員会資料、農政水産部

の資料の１ページをごらんください。

１ページ、スマート農業の推進及び取り組み

事例についてのうち、Ⅰのスマート農業推進の

基本的な考え方について御説明を申し上げます。

資料の中段、グラフにもございますように、

現在、本県では、担い手の高齢化や農業就業人

口の減少が進行しており、これまで受け継がれ
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てきた農地や施設等の維持が難しくなり、耕作

放棄地の増加や熟練農業者の技術の喪失が懸念

されている状況でございます。

産地が今後も持続的に成長していくためには、

少ない労働力のもとでも効率的かつ高品質な農

産物生産を可能とするスマート農業の導入によ

る新たな生産体制への転換が重要と考えており

ます。

スマート農業は、ロボットやドローン等によ

る無人化・省力化、また、規模拡大・生産性の

向上を可能とする強力な手段として期待されて

いることに加えまして、ＡＩによる熟練農業者

の技術伝承の観点からも、本県農業への導入は

必要不可欠なものと考えております。

このような中、施設園芸や畜産など、ＩＣＴ

を活用した取り組みや、タブレット端末を使用

した生産指導など、既に県内各地において、さ

まざまな取り組みが進められているところでご

ざいます。

具体的な取り組み事例につきましては、この

後、担当課より御説明しますが、大きな可能性

を秘めましたこのスマート農業の取り組みを促

進するために、関係団体や民間企業など、多様

な主体との連携による、本県に適した形での開

発・実証、そして、その普及を進め、新しい形

でのもうかる農業を目指し、さらなる推進を図っ

てまいります。

私からは以上でございます。

○日髙農業経営支援課長 農業経営支援課でご

ざいます。

資料の２ページをお開きください。

実証・普及段階における取り組み事例を御説

明いたします。

まず、西都市ピーマン生産者グループ「ハッ

ピーマン」におけるＩＣＴを活用した取り組み

でございます。

１の取り組みの概要ですが、10名で構成され

るハッピーマンは、ピーマンの平均反収16.5ト

ンを目標に、農業改良普及センター、西都市、

ＪＡ西都等が連携しながら、収量向上のために、

炭酸ガス発生装置を導入するとともに、環境測

定装置により栽培環境を数値化することで、ハ

ウス内環境を見える化し、データに基づいた栽

培管理技術の確立に取り組んでおります。

昨年度は、県単事業「みやざきスマート農業

加速化事業」を活用し、中央の図にありますよ

うに、ＩＣＴコンサルタント企業の協力も得な

がら、温度や湿度、二酸化炭素などのハウス内

環境のデータや出荷データ等を収集・分析する

とともに、分析結果に基づいた個々の栽培方法

や草勢管理等を学ぶため、写真のような定例会

や圃場巡回を実施しております。

次に、２の取り組み成果及び今後の展望につ

いてですが、まず、成果として、ハッピーマン

は、収量減などの要因をデータにより見える化

し、栽培技術の改善に活用することで、グルー

プの平均反収が、取り組みを始める前の平成26

年度の12.8トンから、平成29年度には14.8トン

と向上しております。

また、今後の展望として、今年度は、農林水

産省の事業も活用しながら、蓄積したデータや

検討結果をもとに、環境制御技術の体系化を目

指すとともに、ハッピーマンの取り組みをモデ

ルに、西都市内のほかのグループでも同様の取

り組みが開始されていると聞いておりますので、

このような取り組みをさらに地域へ波及させて

まいりたいと考えております。

続きまして、３ページをごらんください。

ＪＡ宮崎経済連における加工・業務向け露地

野菜でのスマート農業の取り組みでございます。
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まず、１の取り組みの概要ですが、ＪＡ宮崎

経済連は、株式会社ジェイエイフーズみやざき

が取り組む、冷凍野菜、カット野菜の生産から

加工、販売まで一貫した工程管理をさらに効率

化することを目的に、農林水産省のスマート農

業関連実証事業に応募し、ことし３月末に採択

され、本年度から令和２年度にかけて、本格的

なスマート農業の取り組みを開始することとし

ています。

実施場所は、県立農業大学校内にあるチャレ

ンジファームのほか、西都市や川南町の契約農

家であり、品目は、ホウレンソウ、ニンジン、

キャベツの３品目で、代表を務めるＪＡ宮崎経

済連、株式会社ジェイエイフーズみやざきを中

心に、民間企業や宮崎大学、県等を含むコンソ

ーシアムで実施することとしております。

主な内容としましては、写真１のロボットト

ラクターや写真２のキャベツ収獲機械等を活用

した作業時間の短縮、写真３にある土壌環境セ

ンサーを利用した適期施肥による収量の向上を

初め、写真４にあるようなドローンを活用した、

生育管理及び収獲予測、あわせてそれらのあら

ゆるデータを収集・統合し、生産工程を見える

化し、効率化につなげる内容になっております。

２の今後の予定ですが、現在、必要な機械、

システム等が順次導入されている状況であり、

９月以降、実証が本格的に開始する予定となっ

ております。

実証を通して、令和２年度までにホウレンソ

ウの単位面積当たり収量を10％向上させるとと

もに、株式会社ジェイエイフーズみやざきの冷

凍加工事業利益を、平成30年度に比べて５％向

上させることを目指すこととしており、これら

の取り組みにより、露地野菜の機械化・分業化

の一貫体系確立及び県内地域への波及を推進し

たいと考えております。

農業経営支援課からの説明は以上でございま

す。

○谷之木畜産振興課長 畜産振興課でございま

す。

４ページをお開きください。

搾乳ロボット導入による労働時間削減等の取

り組みについてであります。

１の取り組みの概要にありますとおり、搾乳

ロボットの導入により、労働時間の削減や、個

体ごとの乳量や乳質、活動量などを解析し、発

情や疾病を早期発見できる環境を構築しており

ます。

ロボット搾乳の流れは、写真①から⑥のとお

り、搾乳ロボット本体に牛が入場しますと、自

動で搾乳機が乳房に装着され、搾乳が終わると

自動で搾乳機が乳房から外れ、ゲートが開いて、

牛はみずから退場します。

また、⑦にありますように、乳牛それぞれの

個体はタグで管理され、⑧のモニター画面に表

示される個体データで、発情や疾病の早期発見

が可能となっております。

２の導入効果といたしましては、搾乳に係る

１日の労働時間は、導入前の５時間が、導入後

は１時間となり、年間で1,460時間の削減となっ

ております。

また、１頭当たりの年間乳量は、導入前の9,180

キロが導入後は１万461キロとなり、年間1,281

キロの増加となっております。

続きまして、５ページをお開きください。

８月29日の現地調査でごらんいただく予定と

なっております、新富町の本部農場の次世代閉

鎖型牛舎整備による暑熱軽減対策の取り組みに

ついてであります。

１の取り組みの概要にありますとおり、牛舎
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内の環境を自動で管理する次世代閉鎖型牛舎を

整備し、最適な飼養環境の構築に取り組んでお

ります。

この牛舎は、図にありますとおり、牛舎内の

環境をセンサーで感知し、畜舎壁面に設置した

給気用と排気用の換気扇を自動制御することで、

室温を均一に保ちます。

右の写真は、牛舎の外側と内側の状況で、下

の省力化機械の写真は、施設整備とあわせて導

入した搾乳ロボットと哺乳ロボットであります。

２の期待される効果といたしましては、最適

な飼養環境の確保による乳量や受胎率の向上、

さらには、畜舎内気流によるアブ等の害虫対策

や搾乳ロボット、哺乳ロボットによる飼養管理

の省力化が期待されます。

以上でございます。

○愛甲農業連携推進課長 農業連携推進課でご

ざいます。

資料の６ページをごらんください。

Ⅲ、研究分野における取り組み事例の総合農

業試験場における取り組みについてであります。

１の取り組み状況にありますように、総合農

業試験場では、水稲や茶、果樹での省力・軽労

化対策や施設園芸での生産性向上対策などにつ

いて、各部・支場で14課題の研究に取り組んで

おります。

本日は、２の主な事例としまして、２つの実

証事例を御説明いたします。

まず、（１）の茶の無人摘採機の開発及び吸引

式無人防除機の実証でありますが、①の背景に

ありますように、本県の煎茶産地の競争力強化

のためには、茶園の規模拡大による効率化や、

輸出に対応した有機栽培技術の安定化などが必

要となっています。

このため、②の概要にありますように、従来

の有人摘採機に超音波センサーを搭載した無人

摘採機を民間企業と共同開発し、さらに、この

ノウハウを活用した吸引式無人防除機を実証試

験中であります。

③の成果等につきましては、無人摘採機は有

人摘採機と比較すると、表にありますように作

業時間は長くなるものの、無人化により年間10

アール当たり約4.6時間の労力削減効果があり、

これを県内の大規模茶園10ヘクタール規模で換

算しますと、年間460時間の削減効果が見込まれ

まして、既に商品化されております。

また、グラフにありますように、カンザワハ

ダニ等に対する効果が確認され、有機栽培での

活用が期待されています。

次に、資料の７ページをごらんください。

（２）の本県主力施設野菜における養液栽培

技術・高度環境制御技術の確立についてであり

ますが、①の背景にありますように、全国の施

設トマト産地では、ハウス内の温湿度や炭酸ガ

スなどを制御する技術と肥効を調整する養液栽

培技術を組み合わせた総合的な管理技術が進展

しております。

一方、本県の主力品目であるキュウリやピー

マンでは、環境制御技術は実証段階にあります

が、養液栽培を組み合わせた管理技術は全国的

にも未開発の状況にあります。

このため、②の概要にありますように、キュ

ウリやピーマンを対象に環境制御と養液栽培を

組み合わせた管理技術の開発に着手しており、

あわせてＩＣＴ活用による温湿度や炭酸ガスな

どの施設内環境や養液栽培を複合的にコントロ

ールする、高度環境制御技術を開発中でありま

す。

③の成果等につきましては、まだ一作目の成

果を確認している段階ではありますが、２カ月
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程度短い栽培期間で、キュウリでは10アール当

たり17トン、ピーマンでは14.5トンといった通

常栽培と同等の収量を確認しているところでご

ざいます。

今後は、実証技術の精度を高め、生産現場へ

の早期普及を図るため、技術の研究開発を継続

することとしております。

農業連携推進課は以上でございます。

○谷之木畜産振興課長 畜産振興課でございま

す。

資料の８ページをごらんください。

畜産試験場における取り組みについて御説明

いたします。

畜産試験場では、１の取り組み状況のとおり、

肉用牛における繁殖管理等の生産性向上対策や、

養豚における出荷等の省力・軽労化対策など、

７課題の研究に取り組んでおります。

今回は、主な事例として、画像認識技術を活

用した分娩予測システムの開発について御説明

いたします。

研究の背景といたしまして、肉用牛繁殖経営

では、分娩事故による経済的損失が大きいこと

から、分娩前は、昼夜を問わず監視作業を行っ

ており、その労力の負担が大きい状況にあるこ

と、また、既存の分娩監視システムでは、膣内

へのセンサーの挿入が必要なため、衛生面での

リスクや牛へのストレスなどが課題となってお

ります。

これらの課題を解決するため、民間企業と共

同で、行動量の増加から分娩の兆候を捉える分

娩予測システムを開発しました。

具体的には、左側の図のとおり、牛の分娩２

時間前から行動回数がふえるという行動パター

ンを応用しまして、右側のシステムの概要のと

おり、牛舎内の監視カメラで分娩房を連続撮影

し、その画像データをクラウドサーバーで解析

することで、分娩時間を予測し、分娩一、二時

間前に飼養者にメールで通報いたします。

このシステムは、「牛見時」として、昨年度か

ら商品化されております。

現在、畜産試験場では、発情や異常牛の早期

発見を目的として、起立や横臥、採食等のさま

ざまな牛の行動量を検知できる小型かつ安価な

センサーの開発に取り組んでいるところであり

ます。

畜産試験場の取り組みは以上であります。

○福井水産政策課長 水産政策課でございます。

資料の９ページをごらんください。

水産試験場における取り組みでございます。

１の取り組み状況にありますとおり、水産試

験場では、高精度で漁業者が利用しやすい海況

情報提供システムの構築を進めているところで

ございます。

２の主な事例としまして、高度漁海況情報サ

ービスシステムによる海況情報の提供がござい

ます。

①の背景ですが、漁業者は、広い漁場で効率

的に操業するために、精度の高い海況情報を把

握する必要があります。

そこで、②の概要にありますとおり、１）の

海の天気図を開発しております。海の天気図は、

漁船で観測された水温等のデータをリアルタイ

ムで収集し、それらのデータと気象庁の水温デ

ータなどを合成して、一つの画像に処理し、図

１のような、その日ごとの海況情報を提供して

おります。

２）の海洋レーダーによる情報の高度化です

が、潮の流れの情報をさらに充実させるため、

海洋レーダーのデータを活用した情報提供を今

年度から開始しております。図２は、その流れ
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の情報であり、１時間ごとにインターネットで

提供しております。図の白丸で囲んだところは、

流れの境目となる海域で、漁場が形成されやす

いと判断されます。

③に、成果及び期待される効果を示しており

ます。

まず、高度漁海況情報サービスシステムの利

用実績ですが、直近の平成30年度には、約４

万8,000件の利用があり、順調に伸びてきており

ます。また、まき網漁業におきましては、この

情報を利用した効率的、計画的な操業による経

済効果が見られており、サービスを利用する漁

業種類や漁業者も拡大しております。さらに、

経験が浅くても収益を得やすくなることによっ

て、新規参入の促進などの効果も期待されます。

なお、今回報告した研究事例につきましては、

８月の現地調査でごらんいただきますので、よ

ろしくお願いいたします。

水産政策課からは以上でございます。

○濱砂森林経営課長 続きまして、環境森林部

の資料になります。

林業分野におけるＩＣＴ等先端技術の導入に

つきまして、森林経営課から御説明いたします。

委員会資料の１ページをお開きください。

まず、１の先端技術導入の基本的な考え方に

ついてであります。

林業就業者の減少や高齢化によって、森林の

経営管理に支障を来す状況となっておりまして、

伐採現場では、高性能林業機械によりまして、

生産性の向上が図られてきておりますが、植栽

などの造林分野を中心に、省力化や効率化が進

んでおらず、ＩＣＴなどを活用した技術の導入

が求められているところです。

しかしながら、林業の現場は、急峻で複雑な

地形や、樹木の生育状況の違いなどもあり、こ

れらの条件に対応できる機械等の開発がおくれ

ていることに加えまして、導入費用が高額であ

りますことから、実用化が進んでいない状況と

なっております。

このため、県といたしましては、先端技術の

情報収集に加え、林業技術センターや関係機関

と連携し、本県の林業に適した機械等の検証を

進めますとともに、国に対し、早急な実用化に

ついて要望してまいります。

次に、２の本県の取り組みについてでありま

す。

まず、（１）レーザーを利用した計測といたし

まして、①の地上レーザー計測による森林調査

では、資源を効率的に把握できるよう、下の写

真にありますように、レーザーを照射して、本

数や直径等を測定できる地上レーザースキャナ

の実用化について、林業技術センターで研究を

進めているところであります。

実用化に向けては、実際の樹高との誤差や雑

木などの障害物が多い場合の計測精度の向上が

課題となっております。

次に、資料の２ページをごらんください。

②の航空レーザー計測による森林・地形情報

の把握につきましては、航空機からのレーザー

計測によりまして、本数や樹高等を把握したり、

下の図にありますように、傾斜などの地形判読

を容易にする立体図の作成などを行うもので、

県では、山地災害危険地区の選定に利用したと

ころであり、森林組合では、路網の計画等への

利用を進めているところであります。

実用化に向けては、計測に係るコストの抑制

が課題となっております。

次に、（２）のドローンによる運搬につきまし

ては、急斜面での運搬作業の効率化を図るため、

苗木の運搬や架線を設置する際のリードロープ
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の運搬などを森林組合などが進めているところ

であります。

実用化に向けては、運搬能力や飛行時間、作

業が天候に左右されることなどが課題となって

おります。

次に、資料の３ページをお開きください。

（３）の下刈り作業の機械化につきましては、

夏場の重労働であります下刈りの省力化を進め

るため、のり面用の機械を、下刈り用に実用化

する取り組みが民間事業者などにおいて行われ

ております。

実用化に向けては、急峻な地形や切り株への

対応、機械に対応した植栽間隔などが課題となっ

ております。

次に、（４）の原木材積の自動計測につきまし

ては、現場での丸太の計測手間を削減するため、

県におきまして、材積計測アプリを使い、自動

計測した材積データと原木市場での計測結果を

比較することにより、材積アプリの誤差を検証

する予定としております。

次に、３の国の取り組みについてであります。

国の骨太の方針2019の中で、林業イノベーショ

ンの推進が重点課題に位置づけられ、国の研究

機関におきまして、ＩＣＴ等を活用した先端技

術の取り組みが進められております。

まず、（１）の造林現場につきましては、急斜

面において身体的な負荷を軽減する林業用アシ

ストスーツや自動走行による下刈り機の開発な

どが進められておりまして、機械化がおくれて

おります造林作業において、効率化や軽労化が

期待されております。

次に、資料の４ページをごらんください。

（２）の素材生産現場におきましては、下の

写真にありますように、木材を市況等に合わせ

て最適な長さに切ったり、強度なども自動計測

するハーベスタや無人で走行して木材を運搬す

るフォワーダなどの開発が進められております。

これらの機械の開発によりまして、生産性や安

全性の向上などが期待されております。

次に、（３）のＩＣＴを活用した生産管理につ

きましては、下のイメージ図にありますように、

航空レーザーにより資源量を把握し、素材生産

現場の生産量と製材工場などの需要量をリアル

タイムに相互利用するなど、生産管理を総合的

に行う仕組みづくりが検討されております。

この取り組みにより、流通コストの縮減や輸

送の効率化などが期待されております。

資料の説明は以上でありますが、林業分野に

おける新技術は、まだまだ実用段階に至ってい

ない状況にあることから、国への要望活動や実

用化の検証を進め、現場での導入が進むよう取

り組んでまいりたいと考えております。

森林経営課からの説明は以上であります。

○重松委員長 執行部の説明が終わりました。

御意見、質疑がございましたら、御発言をお願

いいたします。

○満行委員 総体的なお話をしたいと思ってい

るんですが、畜産とか水産はちょっと違うと思

うんですけれども、ここにあるピーマンの問題

です。私も炭酸ガス発生装置の入っているハウ

スとかを見て、収益は上がるということはよく

わかりますし、農業分野にもＩＣＴが入ってく

る、遠隔監視装置、そういうものも携帯電話の

端末が使えて月数百円でデータのやり取りがで

きる、あとはもう本体だけ買えばということで、

相当楽になった気はするんですけれども、収量

ばかり上がって、それに収益がついてこない。

結局、収量は上がるけれども、単価が下がる。

たくさん量が出るので、残ったのは、省力化、

軽労化ではなくて、忙しいばっかりだと。そう
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いう話も聞くわけです。収量が上がる、その品

質が向上することは非常にいいことなので、ど

うやって付加価値を高めて高く売るのか、輸送

コストとかのコストをどう下げるのか、そうい

うことをトータル的にやらないと、収量だけが

どんどん上がって、品質も上がって、結局、市

場価格は変わらない。農家の収益は全然変わら

ないという状況を見るときに、やっぱり次の方

策を展開していかないと、なかなか厳しいのか

なという気がするんですが、そのあたりはどう

お考えなんでしょうか。

○鈴木農政企画課長 満行委員が御指摘いただ

いた件について、冒頭私の説明でも申し上げま

したが、収量を上げることも、もちろんスマー

ト農業の効果ですが、どちらかというと、我々

の最大の課題は人口減少、そして、それに伴う

担い手の高齢化であり、人が減る中でどれぐら

いその所得を維持できる、もしくは、それをさ

らに向上させることができるのか、それが、ま

さにスマート農業の目指すべきところだと考え

ています。

その上で、今、満行委員がおっしゃった、例

えば、トマトの生産などにつきましては、海外

の技術も入ってきまして、かなりの形で省力化

して、単位当たりの生産量はふえている状況に

あります。それによって、昨年度は、トマトの

価格が暴落というか、下落をするというのもあ

ります。まさに、それは、トマト生産がかなり

効率化された結果、量がふえることになったと

思いますので、その人たちが、次もずっとトマ

トをつくり続けなければならないかというと、

多分そういうわけではないと。まさに、その中

で、農業者が、経営としてどの品目をつくるか、

そして、どういう取り組みができるのかという

のも、このスマート農業で変わってくると思い

ます。今まで、トマトしかつくっていなかった

トマト農家が、その技術を入れて、さらにトマ

トの量をつくるばかりではなくて、多品目の転

換をするという方策もあると思います。これか

ら減っていく主体、担い手が経営を多角化する、

もしくは転換していく中のきっかけになると私

は思っております。

○満行委員 おっしゃるように省力、軽労化に

つながり、なおかつ農家の収入がふえるという

ことが最大の目標というか課題だと思いますの

で、ぜひそういう視点で、今後、農政も頑張っ

ていただきたいなと思っています。

○横田委員 西都のハッピーマンの取り組みは

すごいなと思うんですけれども、これはやっぱ

りパソコンとかに精通していないとなかなか取

り組めないんですか。

○日髙農業経営支援課長 データ等を測定して、

それを入力するというところは、ある程度そう

いったところの技術は必要になってくるかと思

いますが、必ずしも使いこなせないとできない

ということではなくて、ＩＣＴのコンサルタン

ト企業がございますけれども、こういったとこ

ろと委託をしながら、データを入力いただいて、

それを分析したものをどう読み解くかというと

ころが非常に重要になりますので、先ほど申し

上げたとおり、使いこなせなければできないと

いう内容ではないと、私どもとしては認識して

おります。

○横田委員 これからどんどん広まっていく可

能性も十分あるというふうに考えてよろしいで

すか。

○日髙農業経営支援課長 こういった技術とい

うのは、とっかかりの部分では、若い人たちが

好んでやるような内容になっていますので、こ

うしたグループが今ようやく出てきて、結果が
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伴ってくれば、このデータ内容をもとにして、

ほかの部会とか、広範囲にも応用がきくような

内容になろうかと思いますので、今後は、こう

いった形態もふえていくんじゃないかなという

ふうに、私どもとしては考えているところでご

ざいます。

○ 原委員 ここで無人化、省力化というのが

あるんですけれども、私は、若いときに、今ロ

ボットをつくっている会社にいて、自動制御と

いう関係の設計の仕事をしておりました。過去

の話ですけれども、この前、ここにいる４名か

な、北九州のロボットをつくっているところと、

インバーターをつくっているところを一緒に見

にいって、どのように工場での自動化なり省力

化が進んでいるのかというのを見てきたところ

でした。工場の話だけれども、ロボットという

のはかなり進化しています。

簡単に話すと、人間の腕です。これを６軸と

いい、これにこれを加えるから７軸と言ってい

るんですが、昔は片軸、ワンアームの７軸と言っ

ていました。これが10年してまた行ってみると、

両軸になって14軸、これに人間のこの動作が入

るので15軸ロボットとかができていて、そこに

ロボットを置いておけば、人間は、一緒に右と

左、全然違う動作はできませんけれども、機械

はプログラミングすれば、全く別の作業が右左

できるので、倍以上の効率が上がるわけです。

例えば、ミニチュアカーをつくる展示があり

ましたけれども、本当に15秒ぐらいで簡単にや

る、あるいは薬の調合に間違いなく使えるとか、

その用途はかなりあって、かなり進化している

わけであります。工場の生産の場合、そこまで

進化してきているわけですが、ようやくこの農

業とか林業とか漁業とか建設現場にも、そうい

う波が来たのかなというのが、正直な実感であ

ります。今それを国も推進しておられますし、

県もことしあたりから、これに真剣に取り組む

ということなので、非常にすばらしい。おくれ

ばせながらすばらしいことではあるなというふ

うに評価はしているところで、議会でもことし

は情報化推進対策特別委員会をつくろうという

動きになって、この調査が始まっているという

ことなんです。クボタ鉄工についても、ケーサ

スといって、自動トラクターが発売になるよと

いうことを数年前に聞いて、日髙議員と一緒に

行ったと思います。ヤンマーさんにも行きまし

た。あと一カ所行っていないところがあるんだ

けれども、またいずれ行こうかと思っています

が、要は、この３Ｋ職場というか、私も百姓の

せがれなので、農業のことはよくわかるんです

けれども、いかに人力で、人海戦術でやってい

た作業を機械化して、そのことによって省力化

し、軽労化し、機械化しているものを、さらに

どうやって自動化するのか、工場なんかの場合

は無人化なんですが、農業とか林業とか漁業と

か建設現場というのは、無人化というのは無理

かもしれないけれども、最終的に目指すところ

は、やはりそこだろうと思います。これから相

当な研究開発と知恵と汗を出さないと実現でき

る内容ではないかなと思います。満行委員から

も話があったように、最終的には生産性を上げ

て、コストダウンをして、そのことによって物

がいっぱいできると相場との兼ね合いがある。

いっぱいつくったけれども、物価が下落して、

実にはならなかったということがあると思いま

すが、でも、それはそれとして、人手も足りな

くなるわけですから、限りなく生産性を上げて、

コストダウンを図って、そこに目的があるんだ

ろうなというふうに思っています。最終的な目

標は、いかに農家がこのことによって作業が軽
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減され、収入がふえるか、そして、この人手不

足を解消できるか、そこに目的があるんだろう

と、もうおさらいみたいな話になりますけれど

も、そう思うところで、ぜひ頑張ってほしいで

す。先ほど一番後ろのほうで、環境森林部でし

たか、国のほうに要望してということで、国の

ほうでもいろいろ民間企業でもそうですけれど

も、あるいはコンソーシアム等でも研究開発さ

れているのは知っています。要は、あとは現場

の、作業している人の声だと思うんです。研究

室でこうしたほうがいいという研究も確かに必

要なんだけれども、実際に作業をしている人た

ちが、ここをこうすれば、かなり作業が軽減で

きるのになとか、そういう声もいっぱい吸い上

げて、それを研究課題として吸い上げていくと

いうことが必要なんじゃないかなと、いつも思っ

ています。そのあたりの現場で作業をしている

声をどう吸い上げて、どうすれば省力化ができ

る、どこがどう機械化できて、これをどう研究

開発して、実用化していくかということが大事

じゃないかなと思います。宮崎県の農業、林業、

漁業、そして、建設現場、きょうは建設は担当

が違いますけれども、そのあたりのスマート農

業を推進するに当たっての現場の声、アイデア

というか提言というか、そういうのを吸い上げ

るシステムというのが必要じゃないかと思いま

すが、そのあたりについての考えはどうですか。

○鈴木農政企画課長 今、蓬原委員がおっしゃっ

たように、農業分野のロボットの導入は、かな

りおくれている。その分、農業という産業自体、

これは私の認識でもあるんですけれども、今ま

では人力でできた、ある意味、ロボットの価格

を払うよりも、人力のほうが、人のほうが安かっ

たという、だから、機械化が進まなかったのも

あると思います。

ただ、一方で、本当に人が減ってきて、人の

労働力の価値が上がってきて、総体的に技術革

新によって、機械の価格が下がってきた。ちょ

うどその今、転換点にあるからこそ農業という

産業に入ってきたのかなというのが、まず前提

の私の認識でございます。

その上で、現場の声の中で、今、蓬原委員おっ

しゃったように、人がその分足りていないので、

どこに行っても人手不足の話をする。特に、ピ

ーマンの話とかですけれども、収穫期がかぶっ

てしまうので、たくさんなっても全部取り切れ

ないというのもやっぱり出ていると聞きますし、

そういう現場の声は本当に逐一、特に普及員が

現場を回ったときには聞いておりますので、こ

れを何とか簡便化できないか、場合によっては、

機械で何とか代用できないかという声がやっと

今届き出した。今までも、何かわざわざ機械を

入れなくても頑張ればいいやという部分だった

んですけれども、もう頑張ってもどうにもなら

ない時代になってきたのか、そういう声を、ま

さに我々も聞いておりますので、そのような声

を聞いて、それから、どういう技術をつくれる

のか、場合によって、その導入に少し支援がで

きるのかという形は、まさに行政の考えるべき

ことだと思っております。幸いにして県は現場

に近い、そして、現場の声を聞く機会は多い状

況でございますので、国に対しても申し上げて

いくのは当然ですけれども、県としまして、そ

の新しい技術をここで導入できるのか、そして、

この分野にはじゃあコストを少し下げる、そう

いう具体的な工夫ができるところだと思ってお

りますので、これからも現場に即した形、無理

やり高い機械を導入させるのではなくて、身の

丈に合った機械の導入をしていきたいと考えて

おります。
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○ 原委員 例えば、ずっと前に、別の委員会

で申し上げたことがあるんですけれども、私、

米だけは縁故米で自分でつくるという、わずか

な量ですけれども米をつくります。米をつくる

のに何が一番大変かというと、草刈りなんです。

土手の草刈り、これが、夏はもうがんがん伸び

ますから、これをたった３カ月の間に四、五回、

草刈りをやらないといけないんです。これは、

私はほとんど家におりませんから、家内の作業

になってしまっているんですが、たったこれだ

けのことですけれども、この草刈りの作業が軽

減できれば、この米をつくるというのは、たっ

た３カ月で楽しい、健康的だし、本当に楽な作

物栽培だなと思っていて、その話をずっとして

いましたら、最近、土手の草刈り機械というの

がメーカーから出ています。あれを見て本当に

うれしかったんです。ただ、ちょっとごわっと

していて、まだ使いづらい部分があるんだけれ

ども、あれがもうちょっとコンパクトで自動的

にすっと動いて、土手の草を刈るのがあれば、

ロボットまでいかないけれども、かなり省力化

になるんで、そういうちょっとしたところにい

ろんなアイデアを、実際に作業をしている人た

ちのアイデアを汲み上げて、何か改良なり、機

械の開発をすることによって、当然メーカーの

力が要るでしょうけれども、よく言われるコン

ソーシアムということで開発していけば、まだ

まだ作業軽減なり、機械化することができると

ころはいっぱいあるなというふうに思っている

ところです。

おっしゃるように、じゃあ大型機械を入れれ

ばどうかと、それは設備投資の問題があります

から、大中小、ここの農家の規模だったら、こ

の程度の機械でいいのではないかとか、オート

メカにしても、オートメカの全自動とするなら

ば、半自動でもいいぐらいのものとか、いろい

ろあると思います。工場がそうであるように、

細かく一つ一つの作業分析をしていけば、かな

り省力化できて、機械化できるところはあるの

ではないか。いわゆる生産技術ということです。

工場の生産管理をする生産技術と同じように、

この農業の作業の進め方、林業の進め方、漁業

の進め方、もしかすると無駄な動きとか無駄な

ことがいっぱいあるかもしれないわけじゃない

ですか。その辺の作業解析をやってみるのもお

もしろいんじゃないかなと思うんだけれども、

もう一回、国からおいでの課長どうですか。

○鈴木農政企画課長 委員おっしゃった作業の

細分化、これは、もう機械化導入もそうですけ

れども、今、本県でＧＡＰ、生産工程管理の導

入も進めておりますし、あとは、一昨年から私

もこさせていただいて、ライフワーク的に農福

連携の推進も今進めておるところでございます。

いずれにしても、今、農業の作業は、今までは

１人で全部をやっていたが、それを分業してい

こう、分担していこう、そして、できるところ

をやっていこう、そのできないところに、例え

ば、機械ですとか、もしくは今までパートさん

がやってきたようなところを、部分単位ででき

るようにという形で、今細分化というのは、ま

さに農業でも、委員おっしゃった、工場に近い

形でやっていく、そして、それを含めた人材の

獲得、労働力の確保をしていこうというのが全

体の方針になっております。

その上で、無駄な作業というのは、多分見え

る化ができてきているのかなと思っておりまし

て、本県の農業生産法人でも、規模の大きいと

ころは、今はもう頭打ちなところがありますが、

生産コストを下げるほうはまだまだ改良の余地

があるということで、去年もですが、例えば、
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自動車工場の日産の技術等を使いまして、どれ

だけコストが下げられるのか、例えば、ハウス

内の移動を効率化しましょうですとか、エネル

ギーの効率をよくしましょうとか、そういうと

ころで、生産量をふやすのではなくて、コスト

を下げて収益を上げるという取り組みは、今は

もう進んでおります。

ただ、それができる農業経営体は、まだ本県

はそんなに多くないのも実情でございますので、

それをまずはＧＡＰのような作業の工程管理を、

小さい農家であってもできることではあります

ので、そういうところから順序立てて進んでいっ

て、それに応じた対応、支援というのを検討し

てやっていきたいと考えております。

○ 原委員 農業は変わる、変える、変わらな

いといけない。また、逆にいうと、変わり代、

いろいろ工夫することによって、変わり代の大

きいところだろうというふうに思うんです。

昔、県のある振興局長がすり込み農業という

言葉を使われたことがあって、私もそのとおり

だなと思ったことがあって、昔の農業のやり方、

すり込まれている世代というのもあって、農業

はこういうものなんだというのが、なかなかそ

こにそういう近代的な考え方とか、機械化も含

めてですけれども、取り入れる気がないという

部分もあります。ただ、工場と全く同じとは絶

対いかないと思うんです。それは、完全形状が

違ったり、そのときの気象条件とか、何しろ自

然を相手にする仕事ですから、いかないと思い

ますけれども、もうそういう意味では、改良代

というか、その分が大変大きいのが、また農業

ではないのか、林業も含めてですけれども、思っ

ているんです。これは、我々もそうですけれど

も、この特別委員会をつくった意味も、またそ

こにもあると思いますから、国も挙げてそうい

うところに来て、人口減少もまたそういう要請

をしているわけだから、一緒に何かこの１年間

の調査の中で方向性なりが見出せるといいがな

と思っているところなので、我々も頑張ります

から、お国等のパイプのほうもよろしくお願い

を申し上げて、質問を終わります。

○右松委員 私もその流れなんですけれども、

３年前に一般質問でスマート農業を取り上げさ

せていただきまして、やはり、それぞれのスマ

ート技術をどのように普及させていくのか、実

証段階からどのようにして普及期に持っていく

のか、そのあたりは、特に小規模農家、ＪＡを

中心として、モデル農家からどのようにいかに

汎用していくのか。価格を抑えた汎用版の開発

も含めて、やはり普及率といいましょうか、そ

こは非常に重要かなというふうに思っています。

県としては、その補助メニューも含めて、推進

方針であるとか、あるいはそれぞれのスマート

技術の普及率であるとか、場合によっては、全

国都道府県のスマート農業の普及率とか、そう

いったのも調べると非常におもしろいのかなと

いうふうに思うんですが、そのあたりの県とし

ていかにスマート技術を普及させていくのか、

普及率を考えておられるのかわかりませんが、

そういったところを、県としてどのように御認

識されているのか、ちょっと伺いたいと思いま

す。

○日髙農業経営支援課長 委員の御指摘のとお

り、例えば、３ページのような内容等につきま

しては、またこれから導入を進めていこうとい

うところで、実証事業という形で、まずは使っ

てみて、効率性とか労働時間の短縮はどうなの

かとか、あるいは生産性、さらには収益性等も

含めて、これから見ていこうというような状況

でございます。今後、こういった実証を通して
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実用化ができるものについては、さらに推進し

ていく、改善が必要なものについては、改善し

ていくと、そういった提言を今後やっていかな

ければならないと、そのような状況であるとい

うのが実態だと思っています。

そのような中で、ＩＣＴとかの活用について

は、もう既に進んできているという状況もござ

いますので、個別経営体的なところについては、

こうしたデータ等の管理を進めながら、収益性

・効率性を高めていく、大規模な部分について

は、こういった実証事業等を通して、機械等の

効率性とか、そういったことも含めて提言をし

ていくと、そのようなことで進めていくのかな

というふうに今考えているところでございます。

○右松委員 私も、県がしっかりとスマート農

業を先進的に取り組まれていることについては

非常に評価をさせていただいております。

少し以前に一般質問でも申し上げたんですけ

れども、例えば、市販の機械、機具等を使って、

収穫とか、あるいは農産物の判別とかを、既に

やっているところ、静岡あたりとか、今はいろ

んなところでやっているんでしょうけれども、

そういった安価で導入できるようなスマート技

術、それもやはり一方で普及の対象にしていく

ような取り組みを進めていただいて、先ほど言

いましたように、所得の向上もしっかりと念頭

に置きながら、やっぱりスマート技術は、普及

して初めて本県にも恩恵が出てくるのかなと思

いますので、ぜひ今後とも頑張っていただけれ

ばなと思います。

○日髙委員 ハッピーマン、僕も知り合いが何

名かいるんですけれども、これはどれぐらい普

及センターがかかわっていらっしゃるんでしょ

うか。

○日髙農業経営支援課長 結成当時から普及セ

ンターのほうは入っておりまして、随時必要に

応じて指導等を行っているという状況でござい

ます。

○日髙委員 ありがとうございます。どんどん

技術が発展していくなと考えておりまして、先

ほど右松委員からありましたように、やっぱり

普及率がとても大事だと思うんです。農家の方

というのは、本当に現状維持の大好きな方がほ

とんどでございまして、新たなシステムを取り

入れようという方、特に高齢者がなかなかふえ

なくて、そこにわかりやすく説明をしていただ

くとありがたいなと思っております。

そしてまた、先ほど満行委員もおっしゃって

いただいた、炭酸ガスに関してもどんどん普及

していて、補助もいただいて、仲間もふえていっ

ているところなんですけれども、やっぱり収獲

が問題になっております。この収獲に関しても、

実は宮崎の財団の方が、北九州の高専の方とピ

ーマンの収獲を全部自動でやっていくというこ

とも頑張ってやっていらっしゃるということで

す。宮崎がトップを切って、その最先端でどん

どんＩＣＴを入れるんだったら、先ほどありま

したけれども、全国でどんどん競争のように動

いていると思いますけれども、しっかりとまた

その部分も頑張っていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

○二見委員 １点ちょっとお聞きしたいんです

けれども、いろんなＩＣＴを使った農業、林業

が進んでいって、いろんな機械とかが開発され

ているのはわかったんですけれども、これらを

導入するに当たって、地場の企業というか、そ

ういうメーカーがどれぐらいかかわられている

のかなというのをちょっと感じまして。他県に

行って、林業にしても農業にしても、視察に行っ

たときに言われるのは、うちよりか宮崎のほう
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が進んでいるんじゃないですかというふうなこ

ともよく言われるので、農業技術としての評価

は非常に高いわけなんですけれども、宮崎県の

今の一つの課題はやっぱり工業生産、そこの力

をつけていくことが必要なんだろうなと思うん

です。

例えば、先ほどのピーマンのところでも、Ｉ

ＣＴコンサルタントが入ってのシステム開発と

いうか、そういうのもあるでしょうし、このコ

ンサルタントがどこにあるのか、また、使用し

ている機器がどこからのものなのかとか、あと

トラクターとか大きいものをメーカーであれば、

それはそういうところになるんだと思うんです

が、牛の先ほどの牛見時については、富士通が

市販化しているということなんですけれども、

だったら、そのシステム全部を富士通さんがつ

くっているだけではなくて、この部分の機械に

ついては、こっちの地元の中から富士通におさ

めているんだとか、そういうネットワークづく

りもやっぱり必要なんだろうなと思うんです。

中には、宮大とか、そういった大学とか地元の

企業とかと取り組んでいるところもあるんだと

思うんですけれども、できるだけこの宮崎の産

業の底力を上げていくためには、やっぱりこの

視点というのは絶対忘れちゃいけないんだろう

なと思うんです。中小企業、零細企業であった

としても、大企業が使う技術の中の一部分でも、

どこかやっぱりこの宮崎の中で伸ばしていける

というふうな分野を農業、林業の分野から工業

界を支えられるような視点というのも必要なん

だろうなと思うんですけれども、現在、本県の

現状というのはどのような感じなんでしょうか。

○日髙農業経営支援課長 まず、ＩＣＴのお話

でございますけれども、ハッピーマンに入って

いますＩＣＴのコンサルタントにつきましては、

新富町にございますテラスマイルというソフト

会社、創業して５期目というところなんですが、

ここに入っていただいて、開発から分析等につ

いてやっていただいているという状況です。

あと３ページにございますような、機器類に

関しましては、委員がおっしゃるとおり、なか

なか県内で取り扱えるという企業はないような

状況でございまして、どうしても、大手の農機

具メーカーさんを中心にして、今進んでいると

いうことでございますけれども、コンソーシア

ムという形でいろんな関係機関が入っています。

例えば、宮大とか地元農家さん等も含めて入っ

ておりますので、そういった意見等も踏まえな

がら、そういう情報等も活用させていただいて、

今後の県の他の企業への波及等も検討できれば

なというふうには思っているところでございま

す。

○濱砂森林経営課長 林業分野におきましても、

残念ながら、当県の技術が使われているという

ものは現在のところございません。やはり、ド

ローンにつきましては中国製でありますとか、

下刈り機についてはイタリア製というような海

外のものを使っているという事例もございまし

て、今後そういった委員が言われるような形で

の技術を宮崎のほうで開発していくというとこ

ろについても、また検討を進めてまいりたいと

いうふうに思います。

○二見委員 やっぱり先ほどもあったように、

現場のいろんな課題、こうなったらいいよなと

いう話の中から、地元で持っている技術力で何

とかその部分だけでも開発できるというのがあ

るんじゃないかなと思うんです。そこの技術を

つくり上げることによって、大手と組んで、じゃ

あ一緒に製品開発につなげていくとか、そうい

う中央とのネットワークづくり、大手になれば、
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やっぱり全国への販路とかも持っているわけで

すから、ぜひそのところを、今後の一つの課題

というか、これは本県の産業界の課題だと思う

ので、ぜひ商工観光労働部が所管になるのかな

と思うんですけれども、うまく連携をとって、

国のほうでものづくり補助金とかをつくって、

新しい技術開発とかやっていますから、ぜひそ

こ辺の連携をお願いしたいなと思います。

○ 原委員 いい質問だと思います。ニッチ産

業というのは、ニッチというのは隙間、だから

とても大きなトラクターだとか、そういうもの

は大きなメーカーでないとつくれないと思うん

ですけれども、今ありましたように、例えば、

現場の声でここにこういう機械があると、こう

いうシステムのものがあるといいな、そこはい

わゆるこの県内のニッチということになるので、

そのためにこそ工業技術センターがあり、総合

農業試験場があり、林業技術センターがあるわ

けですから、そういうところをやっぱり研究費

を惜しまずに、しっかり国からもしもらえるん

であれば、国からそういう補助金をもらって、

研究に力を入れるということが必要なのではな

いかなと。ベンチャーというのがあるわけです

から、そこにはベンチャー企業らしきものが、

このスマート農業、今から国を挙げて推進しよ

うというときに、そういうベンチャー企業が、

思いがけなくいい形でこの宮崎に芽生えて、定

着していくかもしれないわけであって、そうい

う目で、ただ国がつくったシステム、メーカー

がつくったシステムを引っ張ってきて応用する

ということではなくて、宮崎発のスマート農業

を何か生まれさせる、つくるぐらいの気概でやっ

てほしいなと。工業技術センターはおみえになっ

ていない、それから、総合農業試験場長もおみ

えになっていないのかもしれないけれど（「みえ

ています」と呼ぶ者あり）みえていましたか。

ちょっとそのあたりの意気込みというか、農業

がこれから変わろうとするときに、総合農業試

験場としては、野菜をつくる技術だけではなく

て、いわゆるソフト的なそういう農業生産とい

うことも、機械化も含めて考えたときにどうか

というふうなこと、何か方向性だけでもちょっ

とお聞かせいただけませんか。

○甲斐総合農業試験場長 総合農業試験場では、

スマート農業については、先ほど説明が農業連

携推進課長からありましたように、14課題ほど

取り組んでいるんですけれども、今のところ、

いろんな企業さんとか国で開発した技術につい

て、いかに宮崎の農業に合わせられるのかといっ

た点が中心になるかと思います。

ただ、アシストスーツの検討あたりでは、工

業技術センターにも入っていただいて、もっと

改良できないかとか、使い方について一緒に検

討しています。委員おっしゃいますように、そ

ういった改良とか、新しい発想とか、工業技術

センターや県内の企業さんとも話し合えるとこ

ろは取り入れながら、今後、宮崎としては、キュ

ウリとかピーマンとか、ほかの県と違ってトマ

ト、パプリカ以外のものをつくっている県とい

うことで、キュウリ、ピーマンで新しい技術を

つくり上げなくちゃいけないということですの

で、最先端の技術、国の技術、各メーカーさん

の技術にも目を光らせながら、県内の企業さん

とも一緒に取り組んでまいりたいと思っており

ます。よろしくお願いします。

○ 原委員 北海道と宮崎の農業というのは基

本的に違うと思うんです。自動運転のトラクタ

ーが都城にも入ったように聞いています。これ

が、どういう使い方の状況になっているか、も

しわかれば教えてほしいんですけれども、北海

令和元年７月26日（金曜日）
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道では500メートルの世界ですから、この自動運

転のトラクターが非常に効力を発揮するけれど

も、さて宮崎には入れたが、はっきり申し上げ

て、都城だとそんな大きな圃場はないので、果

たしてこの効率がどうなのかということもある

わけです。ということは、やっぱり全国統一の

中のスマート農業という考え方のベースがある

とすれば、じゃあ北海道はこうだと、宮崎はこ

ういう形じゃないといかんというのがおのずと、

今おっしゃったように、ピーマンだとかキュウ

リだとか、作物も違ってくるわけですから、違

うと思うんです。

そこに知恵を絞って、宮崎のそういうスマー

ト農業のあり方、そのための機械というか、ロ

ートというか、あるいはそういうシステムとい

うか、ＩＣＴ化というか、そういうものをつくっ

ていかないといけないんじゃないかなというふ

うに感じます。

そこで、都城に入った某クボタ鉄工の、あれ

の使い方は、今使い勝手はどういうふうな状況

なんでしょうか。余り使い勝手がよくないとい

う話も聞いていますけれども。

○日髙農業経営支援課長 これについては、新

福青果のほうで実証事業ということで、ジェイ

エイフーズと同じ事業の内容で取り組んでいる

ところなんですけれども、まだ、機械そのもの

の導入は進んでいないというか、これから入れ

て実証していくというふうにお聞きはしており

ますので、私がロボットトラクター等で聞いて

いる話では、大体30アールから１ヘクタールぐ

らいの圃場を対象にしてというか、ターゲット

にしてつくっているというふうなこともお聞き

しています。そこらあたりも含めて、実際にど

うなのかというところは、ジェイエイフーズの

事例も含めて検証させていただきながら、また、

メーカー等に提言をしていくとか、研究機関等

にもお願いをしていくとか、そういうお話になっ

ていこうかというふうに思っておるところです。

○ 原委員 まだ入っていないんですか。私は、

この前、入ったけれども、どうも使い勝手が悪

いというふうに聞いたから今の質問なんですけ

れども、いずれ見にいきますから、そこのとこ

ろは状況を教えてください。入っているかどう

か。

○日髙農業経営支援課長 私どもが聞いている

のでは、８月に導入をされるというふうに聞い

ております。いずれにしても、近日中には入り

ますので、８月にはたしかジェイエイフーズの

ほうにも御視察が予定されているとお聞きして

いますので、ごらんいただきながらということ

でお願いをしたいというふうに思います。

○窪薗副委員長 何点かお伺いしたいと思いま

す。全国的に高齢化、担い手不足ということで、

こういった技術革新、スマート農業というのは

避けて通れない状況だろうと思います。説明が

ございました中で、このハッピーマン、これの

構成員が10名ということですが、今後、これを

また希望している事業所なり、そういったＪＡ

さんあたりがあるのか、また、今後どのくらい

これを推進されていかれるつもりなのかという

ことをまず１点お願いしたいと思います。

○日髙農業経営支援課長 ハッピーマンのＩＣ

Ｔの取り組みにつきましては、このグループの

取り組みによって、例えば西都市内では、黒生

野地区で10名の方が同じような取り組みを進め

られているというふうにお聞きしております。

また、先ほど申し上げましたＩＣＴコンサルタ

ントのテラスマイルさんのお話ですと、県内で

は50件程度が、このソフトを使って取り組んで

いるというふうにお聞きしていますので、今後
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もまだ広がるのではないかというふうに思って

おります。

あと品目が違いますけれども、宮崎市の田野

町のほうでもキュウリ農家さんがこうした取り

組みも進めていまして、田野部会、田野町の部

会全体で取り組まれているというふうにお聞き

していますので、今後、そういったことが広まっ

ていくんではないかというふうに思っておると

ころでございます。

○窪薗副委員長 こういった取り組みが、今後

の人手不足の解消につながればよりいいのかな

と思っていますので、よろしくお願いしたいと

思います。

それと、４ページの酪農の取り組みなんです

が、これは次世代閉鎖型牛舎整備ということで、

これは１棟新富町でやられるということですが、

これももう近いうちには、我々も実際、この状

況は見にいこうということで、話を聞きにいこ

うということで計画をしているところです。こ

の閉鎖型の事業に４億2,900万円の事業費という

ことで、補助率約半分というふうなことですが、

これで、特に牛に対する負荷とか、あるいはそ

ういった閉鎖空間ですから、紫外線も当たらな

いし、空気も人工的に送ったり出したりという

ことで、こういったことの今の現状はどうなん

でしょうか。この施設に対しての、そういった

使い勝手がいいのか悪いのかということ、それ

から、乳量関係、そういったもの、それと、牛

に対する負荷等がどうなんでしょうか。

○谷之木畜産振興課長 この牛舎につきまして

は、昨年度の事業で整備したものでありまして、

まだことしが最初の夏ということで、特に暑熱

対策については、これまで設置されたところで

は、やっぱり夏場の猛暑といいますか、そうい

う熱に対しては非常に効果があるというふうに

伺っています。これは、センサーで温度等を感

知して、それに霧状にして湿度をある程度室内

に持っていって、そして、あと風で送って体感

気温を下げるということですので、乳量とか、

そういったものに対しても効果があるというふ

うに聞いていますけれども、具体的にここの農

場でどうだというのは、ことしの夏の状況を確

認してみたいと思っております。

○窪薗副委員長 このウインドレス型なんです

が、これが、例えば、昔の話ですけれども、養

豚でございました。ブロイラーでは全てもう閉

鎖型ですが、例えば、養豚なんかの場合、聞い

たこともないような病気が発生したり、いろん

な過密もあったと思いますが、そういったこと

も過去にありましたので、技術革新も大事です

けれども、こういった衛生面のことをやっぱり

考慮しながらということでお願いしたいなと

思っております。そういったことも考えられな

いことではないということですので、よろしく

お願いしたいと思います。

いずれにしても、こういった先端技術を駆使

したようなスマート農業というのは、避けて通

れない本県の課題だろうと思うので、よろしく

お願いしたいと思います。これの回答は要りま

せん。ありがとうございました。

○坂本委員 スマート農業とは直接関係がない

と思うんですが、鳥獣害の駆除、駆逐で何か取

り組み事例がありましたら教えてください。

○鈴木農政企画課長 坂本委員おっしゃった鳥

獣害に対しての、スマート農業というか、機械

の導入ということなんですけれども、御案内の

とおり、鳥獣害対策は集落で勉強してどうした

ら来なくなるかということで、例えば、柵を設

置することにより防いでいるのが現状でござい

ます。その中で、例えば、技術といたしまして
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は、自動で定期的に花火を飛ばしたりですとか、

ドローンを改良させたりというような技術が、

もう開発されておりまして、実際に個別に投入

している集落もございます。

一方で、鳥獣害は動物もなれがありますので、

そういう道具に頼るべきところと、根本は、鳥

獣害対策については、まずは、１人で個人で対

応するのではなくて、集落みんなで取り組んで

柵をつくる、入れない、そして、住むところじゃ

ないというのを明確化するということが大前提

でございます。技術はさまざまに電柵から、自

動でオンにするものもあったりとか、技術自体

はたくさんあるんですけれども、やはり、そこ

を鳥獣害に対しては、技術の導入も含めて、ま

ずは集落で学習というのをやるように、本県で

は取り組んでいるところでございます。

○濱砂森林経営課長 環境森林部では、鳥獣の

捕獲対策を担当しているんですけれども、おり

を仕掛けたときに、イノシシとかが何頭入った

ときにおりが閉まるといったような、そういう

操作をスマートフォンとかを使って操作できる

ような仕組みというのはございまして、そうい

う取り組みも試験的にではありますけれども、

徐々に取り組まれているところもあるようでご

ざいます。

○坂本委員 ありがとうございました。本当に

素人目でテレビ等見ていても、最近は爆竹でも

鳥が逃げないんだということで、大分賢くなっ

ているという話を聞きますけれども、動物等の

生態、それから、行動データですか、そういっ

たものをもとにして、まさにＩＣＴを活用して

何か対策を練っていく、すごいテーマじゃない

かなと思っているものですから、ぜひ前向きに

取り組んでいただければと思っております。

○重松委員長 ほかにございませんか。よろし

いですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、ないようですので、

これで終わりたいと思います。執行部の皆さん、

御退席いただいて結構です。大変お疲れさまで

した。

暫時休憩いたします。

午前11時15分休憩

午前11時16分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、協議に入ります。

まず、協議事項（１）県内調査についてであ

ります。お手元に県北調査の日程表がございま

すが、８月28日、29日に実施予定の県北調査、

資料１をごらんください。前回の委員会におき

まして、県北調査先について、正副委員長に御

一任いただきましたので、ごらんのような日程

案を作成しました。

まず、８月28日ですが、西米良村立村所小学

校を訪問し、西米良村の情報教育推進について、

西米良村教育委員会の取り組みを調査し、その

後、村所小学校において実際にＩＣＴを活用し

た授業を参観する予定です。

次に、午後から延岡市にあります吉玉精鍍株

式会社を訪問し、工場におけるＩｏＴ導入の取

り組みについて調査を行う予定です。

翌日の29日は、大分県庁を訪問し、大分県が

ＩｏＴやドローン、ロボットなどの革新的技術

の推進のために策定した「おおいた革新的技術

・データ活用推進計画」の計画策定経緯や計画

に基づく取り組み内容などについて調査を行う

予定です。

午後からは、総合農業試験場茶業支場を訪問

し、本日の説明にもありました同試験場茶業支
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場における農業機械の無人化の取り組みについ

て調査を行う予定です。

その後、新富町で畜産を経営している本部農

場を訪問し、こちらも本日説明がありましたが、

畜産におけるＩＣＴ・ロボット等の導入の取り

組みについて、調査を行う予定です。

以上のような行程で考えております。

なお、県北調査につきましては、調査日が迫っ

ていることから、調査先との調整もある程度進

めさせていただいておりますので、できました

ら、この案で御了承いただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

なお、諸般の事情により、若干の変更が出て

くる場合もあるかもしれませんけれども、正副

委員長に御一任をいただきますようお願いいた

します。また、調査時の服装につきましては、

夏季軽装にてお願いをいたします。

続きまして、10月16日から18日に実施予定の

県外地区の調査についてであります。

次回の委員会は、９月26日に開催予定であり

ますが、そこから県外地区の調査まで時間がな

いため、早目に調査先を選定しておく必要があ

ります。正副委員長でも、調査事項を踏まえた

調査先をあらかじめ検討しているところです。

資料２をごらんください。

本委員会では、教育、公務の情報化推進に加

え、各産業分野における先端技術の導入につい

て調査を行ってきております。

これは、これから日本が目指すべき未来社会

の姿として、国が提唱しておりますＳｏｃｉｅ

ｔｙ5.0とも関係があります。

そこで、例えば、１日目に記載のＣＥＡＴＥ

Ｃ2019ですが、これは、あらゆる業種・産業を

網羅しているＳｏｃｉｅｔｙ5.0の総合展であり

まして、ロボット、ＡＩなどの先端技術を活用

した未来の社会に向けたビジョン等が多数披露

されているとともに、産業界だけでなく、政府、

官公庁関係者など、多数の来場者が訪れる国際

展示会となっております。

詳しくは、お配りの資料をごらんいただけれ

ばと思いますが、私たちの調査項目である先端

技術がＳｏｃｉｅｔｙ5.0の実現にどう結びつく

のかなどを知る絶好の機会だと思われます。

もう一つは、２日目に記載の総務省でありま

す。Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0は、内閣府が所管してお

りますが、この提唱に基づき、地方を所管する

総務省においても、地方自治体に対して、この

実現に向けて取り組んでほしいとのことで、あ

らゆる場面でのメッセージが発信されているよ

うであります。

そこで、総務省が進めるＳｏｃｉｅｔｙ5.0に

ついてお話をお聞きし、意見交換などができれ

ばと考えております。

この２つの調査先を考えた場合、日程的には

残りあと二、三カ所になるものと思われます。

今、申し上げました内容も含め、県外調査につ

いて御意見がございましたら、お伺いしたいと

思います。何かございますでしょうか。

暫時休憩いたします。

午前11時21分休憩

午前11時26分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

ただいまの皆さんの御意見を参考にしまして、

次回の委員会において県外地区の行程案をお示

ししたいと思います。

県外視察の内容につきましては、正副委員長
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に御一任いただいてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 ありがとうございます。

次に協議事項（３）の次回委員会についてあ

ります。

次回委員会につきましては、９月26日木曜日

に開催を予定しております。次回の委員会では、

商工観光労働部と県土整備部に県内の商工業及

び建設業の各分野におけるＡＩ、ＩＣＴ、ドロ

ーン、ロボットなどの先端技術の導入状況など

を伺う予定としております。

執行部への説明、資料要求について、何か御

意見、御要望ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 特にないようですので、次回の

委員会の内容につきましても、正副委員長に御

一任いただきたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

最後に、協議事項（４）のその他で皆さんか

らの御意見が何かございませんでしょうか。よ

ろしいでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、次回の委員会、９月26

日木曜日午前10時からを予定しておりますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。

午前11時28分閉会
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